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部会設立の背景

センサーを介して個人の医療データ、ライフログ(睡眠、食事、運動などの記

録)の利用機会が増えている。収集されたデータをスマートフォン、サーバー

などに安全に保管し、本人の意思に基づき、セキュアに流通させる仕組みの

標準化に取組み、管理の安全性と流通の利便性の両立に貢献する。
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目的

①各種ウェアラブルセン
サー等で取得したデータを
セキュアに蓄積、管理する
仕組みを定義

②サービス定義書/制御つ
きデータコンテナの定義

③ユーザデータ提供に関
する本人同意プロセスの
定義

①～③を定義することを目的として議論を進める
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参加企業

• サイバートラスト株式会社
• 大日本印刷株式会社
• TIS株式会社
• トッパン・フォームズ株式会社
• 株式会社ミルウス
• 株式会社ラック
• 株式会社リーディングエッジ

座長 広島市立大学 田中宏和 教授
副座長 株式会社ミルウス 南重信 社長



プレスリリースを実施
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国際規格
（国際標準化機関）

®

（全般） （電気電子）（通信）

地域規格（欧州）
（地域標準化機関）

（全般） （電気電子） （通信）

国家規格
（国家標準化機関）

団体規格
（業界団体）

（英） （独） （日） （仏） （米）

（自動車） （材料） （電気電子）（機器安全）

企業規格
（企業）

①デジュール規格（標準）

公的な機関で明文化され公
開された手続きにより作成．

②フォーラム規格（標準）

特定分野に関心のある企業
等が集まり，合意により作成．

③デファクト規格（標準）

市場競争の中で事実上の標
準となった規格．

（例）フィルム感度

ISO100
ISO400

（例）Bluetooth

（例）Windows

【作成プロセスによる分類】 【作成組織による分類】

作成プロセスや作成組織（国際，地域，国家，団体，etc）より標準の分類分けがなされる．

※下記の出典を参考に編集
出典：中野宏和，‘最新の国際標準化と我が国の取り組み’，tokugikon, no.297, pp.66-78, 2020年5月

http://www.tokugikon.jp/gikonshi/297/297kiko3.pdf

標準化の種類（作成プロセスや作成組織による分類）



ヘルスケアIoTとIEC国際標準を活用したサービスの位置づけ
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データの取得 データの収集 データの解析
現実世界
(サービス)

時計型

識連続計測センサ
機能付き装着品、家具、寝具備品、

機器(センサノード)

高性能・低消費電力プロセサ)

BAN/PAN/LAN

健康記録

コーディネーター

高速大容量データスト
レージを備えた

高信頼健康情報収集記
録装置/システム

ビッグデータ解析・可視化機
能を備えた最先端AI技術

最先端AI技術による解析結果
に基づいた実世界への還元

急病の早期発見医療現場での労力削減/
技術伝承の効率化

ヘルスケアの高度化

・ 超高速・大規模複雑データ解析
・ 異種データ間の関連性抽出
・ 新しい発見を与える情報可視化

最先端部品要素技術(MEMS・
Energy Harvest・素材・電
池等)の採用により、端末側
で高度なデータ処理を行う情

報収集を実現

未病対策の推進

健康リタラシー
の向上

個人による活用

医療現場での活用※2

薬局での活用※3

行政での活用

電子レセプト利活用
フェーズへの移行

次世代電子
お薬手帳の実現

暗号化

生体情報 (心電・心拍・体温・体
動等)、環境情報 (湿度・温度・空
気成分・気圧等)、行動情報 (薬服
用・購買・食事・排便等)を中心と
するデータ及びそれらから抽出さ
れる高度生体情報

災害に備える安心・
安全管理の制度設計

利用蓄積・加工・処理収集情報の取得

TC124 TC100 SyC AAL



IECユースケースにおけるIEC63430（データコンテナ）
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介護施設医療機関 家庭

理学療法士
・介護士

健康管理・健康チェック

介護・リハビリ情報管理

簡易に携行できるセンサを装着

IoTプラットフォーム

高齢者

全員の
Quality of Life 
(QoL)向上！

医師

健康状態等を本人
にフィードバック

コンテナ

ウェアラブルセンサを介した生体データ（心
拍・呼吸数など）をホームゲートウェイなどで

集約し，IoTプラットフォームに送信

呼吸、脈拍、血圧、等
データ共通のコンテナ
フォーマットの開発・

標準化



12©一般社団法人ETA・AAL推進協議会All Rights Reserved



●ウェアラブルデバイスにおけるセンサ信号を上位レイヤから下位レイヤまで共通的に処理できるよう信号のや

り取りを「コンテナフォーマット」化することで測定データの共有・連携を可能にする標準化。

●デジタルヘルスケア開発での重要な共通技術であるとともに、幅広い業種・分野でのセンサーIOTの利用と展

開が期待されます。

●また、AALの考え方をスマートシティ構想に付加することで、PDS等の個人中心の安心なサービスの提供が実

現いたします。

新たな標準化について （ウェアラブルセンサ信号のコンテナフォーマットに関する国際標準化）

©一般社団法人ETA・AAL推進協議会All Rights 
Reserved
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PDSにおける昨今の課題と対策

PDSにおける課題

自らのデータのセキュリティ，プライバシーに関する不安

自らのデータを把握・制御できない不安

分散型PDSによるセキュアなPDSの実現

 AALユーザ（IoTユーザ）が自らの生体センサ等で取得したパーソナルデータをスマホやタブレットなどのエッジコン
ピューティングデバイスでセキュアに保存・管理するためのシステムを構築

・セキュアにセンサデータを蓄積・管理する仕組みの定義

・サービス定義書/制御つきデータコンテナ（例：IEC63430）の定義

・ユーザデータ提供に関する本人同意プロセスの定義

※データ流通環境整備検討会「AI、IoT 時代におけるデータ活用ワーキンググループ中間とりまとめ（案）」

国際標準化のポイント
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分散型パーソナル・データ・ストア流通網
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部会における議論の経過

第1回 PDS部会の目的、対象など座長より説明

第2回部会会員企業より、各社の取組みについて紹介

第3回 IEC63430概要説明

第4回各社の取組みをマッピング、分類して、技術的なポイントとサービスの流れを考察。

第5回技術的なポイントのひとつとして本人同意プロセスの議論

第6回コンテナに搭載する情報の議論

第7回 4回目のマッピングを基にデータの保管場所の議論

第8回ユースケースを基にしたデータ保管場所の議論と3月の成果物の相談
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現状のPDSに関わる環境のマッピング

データの
保管場所

データの
管理

分散
エッジ

集中
クラウド

分散PDS

情報銀行

PLR管理
Personal Life 
Repository 
個人生活録

紛失は自己責任

国のお墨付き
本人承諾一括
信託銀行に近い

GDPRの範囲

本人の都度承諾

個人の安心感

ユーザーリテラシー
の必要性

委任

集中攻撃に弱い

GAFA 分散サーバー

分散PDSについて多くの企業の関心があり、まず
この形態から議論をスタートさせることで合意

スマートフォン
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本人同意へのアプローチ例

PDSの課題である本人同意プロセスについてミルウス社のケースを例に議論

①データ/サービ
ス収集の目的

➁取得データの
種類と保管期間

匿名処理有無

③送信サーバー
閲覧者

データ活用者の
証明書

④送信データの
二次利用者

二次利用内容

(匿名利用等)

サービス定義書

コンテナ制御情報への反映
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今後の活動方針案
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2023年度の予定
⚫ ターゲットとするユースケースの絞り込み
⚫ 参照アーキテクチャの策定
⚫ 標準化対象の明確化
➢ コンテナ構造 （IEC63430内のペイロード構造)
➢ 標準化対象の制御情報選定
➢ 匿名再利用等の本人同意取得手段
・・・

⚫ 実証試験計画策定(可能であれば小規模実証)
⚫ ガイドライン作成についての協議
⚫ 標準化シナリオの協議


